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研究実績の概要:
1.研 究の 目的 ・概要
1)研究目的
現在、母子保健の国民運動計画として 「健やか親子21」


































を受 けた後、対象者に対 して文書 と口頭による説明を行
い、同意を得た上で調査を行 った。
2.研 究 成 果
1)結 果
(1)対象者 の属性
対 象者 は、 年齢18～38歳(平 均28.4±6.2歳)で
あ り、初産婦5名 、経産婦5名 であ った。全 員が正
期産で あ り、 妊娠 ・分娩経過 が正常 で、 面接時 の母
児の健康状 態 は良好 であ った。面接 は産 褥1～6日
(平均3.1±1.4日)に実施 し、面 接時間 の平均 は、4
6.3±17.96分で あった。
(2)満足感 のある出産体験 を構成 する要 因
10名の出産体験 に関す る記述 デー タか ら、 満足感
のあ る出産体 験 を構成 す る要因 に関 して、 「出産 プ
ロセスへの対 峙 と自尊心 を高め る出産体験」、「母 児
ともに健康 な身体性」、「助産師による全人的なケア」、
「出生児や家族 との結 びつ きを実感」 の4つのカテ ゴ
リーが抽 出 された。 これ らは各 々のサ ブカテ ゴ リー
によ り構成 されてお り、 全容 は表に示 した。
表 満足感のある出産体験を構成する要因のカテゴリー
カ テ ゴ リー サ ブ カ テ ゴ リー
出産プロセスの対峙と
自尊心の向上
・心身 ともに出産 に向き合 えること











・安 全 ・安楽 に対 するニーズの充足




・家族 の重要他者 の存在 とサポー ト
・出産に対 する家族 の肯定 的な反応




けたケアの質が大 きく影響 していた。また、産婦 と助産
師との関係性において、人間性を尊重 されるかかわりが
産婦 自身を主体的な出産への取 り組みに向かわせ、自尊
心を向上 させることにつながっていた。助産師は分娩時
のケアを行う際、 これらの4つ の要因について注目して
い く必要がある。
3.研究成果の発表
日本母性衛生学会において発表および論文投稿(予定)。
